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の
広
が
る
「
伊
豆
大
島
」
に
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
の
影
響
付
裡
豆
大
島

行
き
の
高
速
船
が
欠
航
。
急
遁
、
午
後

十
一
時
発
の
船
に
変
更
に
な
る
と
い
う

ハ
プ
ニ
ン
グ
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、

子
供
達
の
思
い
が
通
じ
た
の
か
、
翌
朝

に
は
無
事
に
島
へ
上
陸
。
そ
の
後
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
青
い
空
と
輝
く
太
陽

の
下
、
新
し
く
で
き
た
仲
間
達
と
ス
ノ

ー
ケ
リ
ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
な
が

ら
、
島
で
の
生
活
を
お
も
い
っ
き
り
楽

し
ん
で
き
た
よ
う
で
す
。

な
お
、
本
会
か
ら
も
一
組
の
親
子
が

こ
の
冒
険
旅
行
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
こ
こ
で
作
文
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

平成14年 10月 l日

産
経
新
聞

毎
年
、
夏
休
み
に
ふ
れ
あ
い
の
旅
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
産
経
新
聞
「
福
祉
の

船
」
（
産
経
新
聞
社
及
び
社
会
福
祉
法

人
産
経
新
聞
・
大
阪
新
聞
厚
生
文
化
事

業
団
、
各
県
産
経
新
聞
販
売
店
主
催
）

が
、
今
年
も
七
月
二
十
四
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
の
四
日
間
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
産
経
新
聞
「
福
祉
の
船
」
は
、

交
通
事
故
や
海
難
事
故
等
で
親
を
亡
く

し
た
子
供
達
を
励
ま
そ
う
と
始
め
ら
れ

た
福
祉
事
業
で
す
。
二
十
四
回
目
と
な

る
今
回
は
、
東
日
本
二
都
十
三
県
）

に
在
住
す
る
小
学
校
五
・
六
年
生
の
子

供
達
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
三
十
組

が
招
待
さ
れ
、
三
原
山
の
火
山
が
生
み

出
し
た
社
大
な
自
然
景
観
と
豊
か
な
海

よだム一
A英育

後

楽
し
か
っ
た
産
経
新
聞
「
福
祉
の
船
」

mm

( 1 ) 

僕
は
、
七
月
二
十
四
日
か
ら
七
月
二

十
七
日
ま
で
旅
行
で
し
た
。

七
月
二
十
四
日
、
ち
が
う
県
の
人
達

が
産
経
本
社
に
集
ま
り
ま
し
た
。
友
達

が
で
き
た
ら
い
い
な

ぁ
と
思
い
ま
し

た
。
ゲ
ー
ム
を
や

っ
て
友
達
が
で
き
ま

し
た
。

東
京
都
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
を
見
学
し
ま

し
た
。
外
の
く
じ
び
き
を
し
て
デ

フ
が

あ
た
り
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
は
、
ち
が

う
の
が
ほ
し
か

っ
た
の
に
、
ラ
フ
が
あ

た
っ
て
さ
い
あ
く
で
し
た
。

船
に
乗
り
、
伊
一豆
大
島
に
行
き
ま
し

岩
手
県
九
戸
郡
種
市
町

中
野
小
学
校
六
年

野

里

厚

太

た
。七

月
二
十
五
日
、
岡
田
港
に
着
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
弘
法
浜
に
行
っ
て
ス

ノ

l
ケ
リ
ン
グ
を
つ
け
て
、
海
の
中
を

見
ま
し
た
。
す
ご
い
色
の
魚
が
い
ま
し

た
。
波
は
高
く
て
、
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
け
ど
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
こ
わ
か
っ
た
で

す
。七

月
二
十
六
日
、
野
田
浜
に
行
き
ま

し
た
。
こ
こ
は
魚
が
多
い
と
言
っ

た
の

で
、
ほ
ん
と
か
な
あ
！
と
思
い
ま
し
た
。

岩
の
下
に
は
、
魚
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
し

た
。
友
達
は
、
タ

コ
が
い
た
と
言
っ
た

鳥
羽
一
郎
さ
ん

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
コ
ン
サ
ー
ト

募
金
寄
付

去
る
八
月
三
十
日
、
東
京
都
港
区
赤

坂
の
鈴
木
事
務
所
に
て
、
歌
手
の
鳥
羽

一
郎
さ
ん
よ
り
育
英
資
金

一
0
0
0万

円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
、
か
つ
お

・
ま
ぐ
ろ
漁
船
員

と
し
て
働
い
た
経
験
を
も
っ
鳥
羽
さ
ん

に
は
、
か
ね
て
よ
り
本
会
育
英
事
業
に

深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
。
今
回
の
ご
寄

付
も
、
海
難
遺
児
の
た
め
に
何
か
で
き

る
こ
と
を
と
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
毎
年
続
け
て
お
ら

れ
る

「海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
漁
港

（
み
な
と
ま
ち
）
コ
ン
サ
ー
ト
』
で
集

め
ら
れ
た
募
金
で
、
こ
れ
ま
で
に
ご
寄

付
い
た
だ
い
た
額
は
約
六
二
O
O万
円

に
も
上
り
ま
す
。

こ
の
ご
厚
意
に
対
し
、
本
会
理
事
長

の
で
、
見
た
か
っ
た
け
ど
や
め
ま
し
た
。

最
ご
に
、
四
メ
ー
ト
ル
も
ふ
か
い
所

に
行
き
ま
し
た
。
底
は
、
青
く
て
す
ご

く
き
れ
い
で
し
た
。

「
福
祉
の
船
」
に
来
て
よ
か

っ
た
で

す
。※

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で

青
い
犬
の
名
前

鈴
木
善
幸
よ
り
贈
ら
れ
た
感
謝
状
を
手

に
し
た
鳥
羽
さ
ん
は
「
体
力
の
続
く
限

り
は
、
こ
れ
か
ら
も
コ
ン
サ
ー
ト
を
続

け
て
い
き
た
い
。」
と
力
強
く
語

っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

鳥
羽
さ
ん
を
は
じ
め
、
各
コ
ン
サ
ー

ト
会
場
で
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
多
く
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

全
水
商
連
全
国
大
会

企参加者みんなでハイ、チーズ f

去
る
七
月
六
日
、
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
・
ヱ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
タ
ワ

l

（港

区
高
輪
）
に
お
い
て
、

「全
水
商
連
第

四
十
九
回
全
国
（
東
京
）
大
会
」

（全

水
商
連
主
催
）
が
大
会
テ
l
マ

「心
と

心
を
結
び
、

勇
気
と
努
力
で
地
域
社
会

に
貢
献
し
よ
う
」
の
も
と
に
開
催
さ
れ
、

全
国
の
鮮
魚
小
売
商
を
代
表
し
て
約
八

0
0名
が
出
席
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
早
く
か

ら
出
席
さ
れ
る
方
々
が
集
ま
る
中
、
会

場
ロ
ビ

l
に
お
い
て
本
会
職
員
に
よ
る

募
金
活
動
を
行
い
、
多
く
の
皆
様
か
ら

ご
支
援
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。関

係
者
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
ご
支

援

・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

漁
協
共
済
推
進
・
表
彰
大
会

去
る
七
月
四
日
、
ホ
テ
ル
日
航
東
京

（
港
区
台
場
）
に
お
い
て
、

『平
成
十
四

年
度
漁
協
共
済
推
進

・
表
彰
大
会
」

（
共
水
連
・
漁
済
連
主
催
）
が
全
国
各

地
よ
り
約
五

O
O名
を
集
め
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
場
内
ロ
ビ
ー
で
は
、
本
会
職
員
に

よ
る
募
金
活
動
を
行
い
、
来
場
さ
れ
た

皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
賜
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
ご
支

援
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
四
年
度

全
国
担
当
者
会
議

八
月
五
日
、
東
京
都
千
代
田
区
コ
ー

プ
ビ
ル
に
お
い
て

『平
成
十
四
年
度
全

国
育
英
事
業
事
務
担
当
者
会
議
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
日
頃
、
育
英
事
業
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
各
都
道
府
県

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会

事
務
局
担
当
の
職
員
の
方
々
、
並
び
に

水
産
庁
企
画
課
企
画
官
横
山
昌
幸
氏、

同
課
係
長
原
田
哲
也
氏
、
全
国
協
議
会

事
務
局
担
当
の
全
漁
連
漁
政
部
部
長
長

屋
信
博
氏
、
同
部
副
調
査
役
松
原
久
子

氏
、
全
国
女
性
連
事
務
局
担
当
の
全
漁

連
漁
政
部
調
査
役
比
嘉
き
よ
美
氏
が
出

席
し
、
次
の
議
題
に
つ
い
て
熱
心
な
討

議
を
交
わ
さ
れ
、
今
後
も
育
英
事
業
の

充
実
に
努
め
る
ご
と
を
確
認
し
あ
い
、

会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

〈
議
事
次
第
〉

一
、
八
月
十
五
日
送
金
分
か
ら
開
始
す

る
奨
学
生
個
人
口
座
へ
の
直
接
送
金

に
係
わ
る
業
務
内
容
変
更
の
説
明
に

つ
い
て

二、

奨
学
貸
与
金
の
返
還
滞
納
状
況
の

報
告
に
つ
い
て

と
し
く
ん
の
作
品
展
是

⑨再生紙使用

徳
島
県
阿
南
市
在
住
の
本
会
奨
学

生
、
島
尾
敏
之
君
（
小
六
）
の
絵
画
等

を
紹
介
し
た
「
と
し
く
ん
の
作
品
展
」
が

八
月
三
日
か
ら
六
日
ま
で
、
敏
之
君
の

通
う
橘
小
学
校
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
は
、
自
閉
症
障
害
児
で

あ
る
敏
之
君
の
成
長
と
こ
れ
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
母
・
抄
子
さ
ん
が
企
画
、
学

校
側
の
協
力
に
よ
り
実
現
さ
れ
ま
し

た
。
抄
子
さ
ん
は
、
敏
之
君
が
五
才
の

頃
か
ら
書
き
続
け
て
き
た
絵
を
全
て

「
成
長
過
程
」
と
し
て
保
管
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
今
回
、
展
示
さ
れ
た
の
は
そ

の
ほ
ん
の

一
部
で
、
絵
画
の
他
に
も
動

か
た
ど

物
や
ア
ニ
メ
の
主
人
公
達
を
象
っ
た
粘

土
や
陶
器
・
折
り
紙
な
ど
、
乙
の
六
年

間
に
製
作
さ
れ
た
代
表
作
三
O
O点
で

す
。な

お
、
四
日
間
に
訪
れ
た
人
の
数
は

延
べ
三
二

O
名
に
も
上
り
、
こ
の
様
子

は
八
月
五
日
付
徳
島
新
聞
で
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

と
し
く
ん
、
こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
作
品

を
た
く
さ
ん
作
り
続
け
て
く
だ
さ
い
ね
f

http://www.jf・net.ne.jp/ikueikai 育英会ホームページ
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司
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「
大
好
き
な
タ
グ
ボ
ー
ト
」

h
F
楽
焼
き

「
そ
ら
と
ぶ
に
わ
と
り
」企としくんと、たくさんの作品たち
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平
成
十
四
年
度

第
二
回
選
考
委
員
会

平成14年10月 1日

去
る
七
月
二
十
五
日
、
平
成
十
四
年

度
第
二
回
選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

「
第
二
回
奨
学
生
出
願
者
（
平
成
十
四

年
七
月
十
五
日
締
切
り
）
の
選
考
」
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

幼
稚
園
・
小
中
高
等
学
校
在
学
の
学
資

給
与
奨
学
生
二
名
、
高
校
等
在
学
の
貸

与
奨
学
生
一
名
（
学
資
給
与
金
と
併

願
）
、
合
計
三
（
実
質
二
）
名
の
採
用

が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
平

成
十
四
年
九
月
末
日
現
在
の
奨
学
生
数

は
、
別
表
「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」

の
と
お
り
で
す
。

よ

平
成
十
四
年
度

第
二
回
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

だム一
A

九
月
十
九
日
（
木
）
、
平
成
十
四
年

度
第
二
回
理
事
会
及
び
評
議
員
会
が
開

催
さ
れ
、
平
成
十
五
年
度
日
本
財
団
助

成
金
支
付
申
請
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
監
事
の
辞
任
に
伴
い
、

木
山
清
氏
（
全
国
共
済
水
産
業
協
同
組

合
連
合
会
常
任
監
事
）
の
選
任
及
び
、

奨
学
生
選
考
委
員
に
つ
い
て
は
、
徳
野

勤
氏
（
日
本
海
難
防
止
協
会
専
務
理
事
）

と
前
述
の
木
山
清
氏
の
二
名
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
評
議
員
の
辞
任
に
伴
い
、

前
述
の
徳
野
勤
氏
の
他
、
木
村
稔
氏

（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表

理
事
会
長
）
、
上
田
功
氏
（
京
都
府
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
）
、

奥
野
雄
二
氏
（
岡
山
県
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
代
表
理
事
会
長
）
、
服
部
郁
弘

氏
（
香
川
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代

表
理
事
会
長
）
、
森
本
稔
氏
（
高
知
県

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会

長
）
、
松
本
忠
明
氏
（
熊
本
県
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
）
、
岡

英育( 2) 

野
勉
氏
（
鹿
児
島
県
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
代
表
理
事
会
長
）
及
び
、
山
川
義

昭
氏
（
沖
縄
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長
）
の
九
名
が
選
任
さ
れ

歩
A
F
V

レ
七
九
。

励
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん

一
『
申
し
込
み
・
奨
学
資
金
の

一

ご
寄
付
」
の
お
礼

平
成
十
四
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
聞

に
、
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
方
々
の

ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

〔
七
月
〕
マ
千
倉
睦
男

・
新
規
（
横
浜
市

泉
区
）
マ
小
川
渉
・
新
規
（
大
田
区
）
マ

根
尾
友
久
・
新
規
（
文
京
区
）
マ
星
野
正

一
・
新
規
（
世
田
谷
区
）
マ
高
橋
清
美

・

継
続
（
大
田
区
）

〔八
月〕

マ
釜
田
朝
・
継
続
（
佐
倉
市
）

マ
稲
垣
友
三
郎
・
継
続
（
川
越
市
）

平
成
十
四
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
に
ご

寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲

げ
、
そ
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の
漁

連
、
信
漁
連
、
指
導
連
等
で
構
成
す
る

「
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会

（
略
称

・
地
方
協
こ

等
で
取
り
扱
っ
た
分

で、

一
般
寄
付
を
含
み
ま
す
。）

〔
六
月
〕

O
北
海
道

マ
地
方
協

O
岩
手
県

マ
船
越
ミ
ヤ
香
典
返
し

O
宮
城
県

マ
福

を
呼
ぶ
会

O
静
岡
県

マ
中
島
音
楽
事
務
所

マ
丸
清
丸
釣
船
客
御
一
同
マ
地
方
協
O
三

重
県

マ
岡
野
清
孝
｜
香
典
返
し
マ
浜
田
博

｜
香
典
返
し
マ
若
林
和
久
｜
香
典
返
し
マ

紀
宝
町
女
性
の
会
マ
三
重
県
漁
業
経
営
指

導
協
会
マ
三
木
里
婦
人
会
マ
地
方
協
O
島

根
県
マ
江
木
久
和
1

香
典
返
し

O
山
口
県

マ
荒
川
正
治
マ
山
口
県
漁
協
青
壮
年
部
連

（
渋
谷
区
）
マ
漁
船
保
険
中
央
会
（
千
代

田
区
）
マ
水
産
庁
長
官
室
（
同
）
記
者
ク

ラ
ブ
（
同
）
漁
政
部
加
工
流
通
課
・
漁
業

保
険
課
・
漁
政
課
（
同
）
資
源
管
理
部
国

際
課
（
同
）
マ
東
京
岩
水
同
窓
会
（
同
）

マ
東
京
築
地
中
央
市
場
福
祉
報
徳
会
（
中

央
区
）
マ
全
日
本
海
員
組
合
本
部
（
港
区
）

O
京
都
府
マ
中
上
清
吾
（
与
謝
郡
加
悦
町
）

O
兵
庫
県
マ
五
弓
徹
（
伊
丹
市
）

O
岡
山

県
マ
吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O
広
島
県

マ

広
島
県
漁
船
保
険
組
合
（
広
島
市
中
区
）

O
愛
媛
県

マ
河
野
龍
志
（
東
宇
和
郡
宇
和

町
）
｜
全
日
海
経
由
。
鹿
児
島
県
マ
冨
元

明
（
鹿
児
島
市
）

〔
七
月
〕

O
北
海
道
マ
北
海
道
厚
岸
水
産

高
等
学
校
生
徒
会
（
厚
岸
郡
厚
岸
町
）

O

埼
玉
県

マ
冨
元
克
昌
（
越
谷
市
）
マ
高
松

芳
子
（
南
埼
玉
郡
白
岡
町
）
マ
匿
名
（
三

郷
市
）

O
千
葉
県
マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）

O
東
京
都

マ
松
本
和
義
（
大
田
区
）
マ
全

合
会
マ
地
方
協

O
福
岡
県
マ
蓑
島
漁
業
協

同
組
合
青
壮
年
部
マ
姪
浜
朝
市
イ
ベ
ン
ト

事
務
局
マ
村
尾
笹
枝
｜
香
典
返
し
マ
黒
木

正
弘
O
長
崎
県
マ
入
江
英
子
マ
中
山
良
夫

マ
大
久
保
敏
治
マ
吉
浦
洋
一
マ
長
崎
市
茂

木
漁
業
協
同
組
合
婦
人
部
マ
地
方
協

〔
七
月
〕

O
静
岡
県

マ
ま
る
せ
い
マ
地
方

協
O
島
根
県

マ
藤
浦
キ
ン
子
｜
香
典
返
し

マ
和
田
真
理
子
｜
香
典
返
し

O
広
島
県
マ

中
村
和
弘
マ
広
島
県
漁
業
共
済
組
合
マ
地

方
協
O
山
口
県
マ
中
屋
忠
男
マ
地
方
協
O

福
岡
県
マ
門
川
修
・
紳
郎
マ
地
方
協

O
長

崎
県
マ
菅
満
浩
マ
西
村
哲
也
マ
中
山
良
夫

マ
宮
原
近
雄
マ
地
方
協

O
大
分
県
マ
河
野

敏
則
｜
香
典
返
し

〔
八
月
〕

O
北
海
道

マ
亀
田
貫
｜
見
舞
返

し
を
廃
止
し
て
マ
兄
輪
会

O
青
森
県
マ
地

方
協

O
福
島
県
マ
地
方
協
O
千
葉
県
マ
き

ん
め
祭
り
実
行
委
員
会
マ
地
方
協
O
静
岡

県
マ
静
岡
葵
調
理
師
会
マ
駿
府
丸
子
町
人

倶
楽
部
マ
用
宗
漁
港
し

ら
す
祭
実
行
委
員
会
マ

地
方
協
O
兵
庫
県
マ
磯

橋
俊
太
朗
マ
浜
上
九
寿

英
O
和
歌
山
県
マ
中
本

虞
一
郎
｜
香
典
返
し

O

山
口
県
マ
中
野
異
人
マ

松
村
久
マ
山
口
県
漁
船

保
険
組
合
マ
地
方
協

O

長
崎
県
マ
中
山
良
夫
マ

竹
内
利
弘
マ
渡
辺

一
雄

マ
地
方
協

O
大
分
県
マ

漁
協
役
職
員
・
水
産
会

館
職
員
親
睦
コ
ン
ペ
マ

田
鶴
原
光

一
一
〉
東
則
次

マ
平
松

一
成
マ
村
上
年

男
マ
山
口
靖

二
、
一
般
寄
付

〔
六
月
〕

O
青
森
県

マ

大
山
チ
セ
（
八
戸
市
）

O
埼
玉
県
マ
冨
元
克
昌

（
越
谷
市
）

O
千
葉
県

マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）

マ
佐
山
房
男
（
松
戸
市
）

O
東
京
都
マ
木
村
か
祢

数生
品 ... 

争奨買lj県府道者日

国水産物商業協同組合連合会第四十携通信協会（石巻市）｜全日海東北

九回全国東京大会実行委員会（品川地方支部経由。茨城県マ高津日出

区）マ梶浦富（杉並区）マ漁協共済夫・清子（つくば市）O埼玉県マ冨
推進大会募金（千代田区）マ称念寺元克昌（越谷市）マ小野沢通（さい

（港区）マ日向文治（東村山市）マたま市）O東京都マ石崎美和子（板
榎本みつ枝（東大和市）マ亀田俊夫橋区）マ梶浦富（杉並区）マ水産庁

（町田市）O神奈川県マ南三千代漁政部企画課（千代田区）マ掛温水
（厚木市）O京都府マ中上清吾（与養魚開発協会（港区）O神奈川県マ

謝郡加悦町）O大阪府マ阪弁光平泉井美代（川崎市多摩区）マ田遁信
（大阪市平野区）O岡山県マ吉田厚子（横浜市青葉区）マ鳥羽一郎（同）

子（笠岡市）O広島県マ側呉海員会マ山中政志・正子（横浜市栄区）O
館（呉市）マ広島魚商協同組合青年新潟県マ石添一義（西蒲原郡岩室村）

部理事長藤本唯俊。山口県マ全日本O岡山県マ吉田厚子（笠岡市）O京
海員組合下関事務所（下関市）O長都府マ中上清吾（与謝郡加悦町）O

崎県マ日本ボーイスカウト平戸第一兵庫県マ清水純子｜香典返し（神戸

団ビーバー隊隊長千北弘治朗（平戸市東灘区）O大分県マ全日本海員組
市）O熊本県マ熊本市漁業後継者ク合大分事務所（大分市）O鹿児島県

ラブ（熊本市）O鹿児島県マ冨元明マ冨元明（鹿児島市）
（鹿児島市）

〔八月〕O宮城県マ宮城県秋万魚漁

給与奨学牛 rt ＇｝奨学生 平成 14年度第 2阿探 問者

部道府県名 fr ,ii 
高校生＇ 高校生等 合計

,;/J リ己 小学’主 小学生 高校生等 小 .it高校生害 k乍’t,小，ii 幼児 小学生 中’＇）＂＇t
給う 貸与

k学生等

北海道 6 31 21 27 85 5 9 14 99 I I 2 
ーH,, 

森 I 5 5 9 20 2 3 5 25 

岩 手 6 6 10 22 4 4 26 

宮 城 I 10 8 14 33 I 8 9 42 

秋 [H I I 2 2 3 

山 形 I 1 2 5 1 I 6 

偏 も： I 2 5 3 11 I 1 12 

：欠 城 I 1 1 

干 m' 5 2 3 10 I I 11 

東 京 2 2 2 2 4 

神奈川

新 t勾 1 1 

富 山

石 Ill 2 5 8 1 I 9 

百F lff.l 4 1 4 9 9 

愛 知 3 I 4 4 

栂 チ1 4 4 4 

一 理 l 4 5 5 

京 都 2 4 4 

大 阪 1 2 3 3 

兵 周I 2 5 7 14 I 5 6 20 

和敬山 2 2 9 13 13 

，島 取 1 2 2 5 l l 6 

島 綴 I 5 4 3 13 13 

岡 山 2 2 2 

広 臼 l l 1 1 2 

Lil 仁l 3 4 7 12 26 3 2 5 31 

徳 J」 2 2 5 l 2 3 8 

香 Ill 1 2 l 4 1 1 5 

霊 媛 2 5 4 l 12 3 4 16 

高 知 5 6 9 20 1 1 21 1 1 

福 同 l 3 4 3 3 7 

福岡県有明潟

佐賀県玄海 1 1 1 

佐賀県有明海 1 1 2 2 

長 崎 7 9 15 31 7 7 38 

大 分 1 3 5 12 21 2 2 23 

熊 本 3 3 2 8 1 2 10 

宮 崎 2 6 4 5 17 2 1 3 20 

鹿児島 3 6 7 16 4 5 21 

沖 制2 3 5 4 5 17 17 

合 :Ji' 24 122 120 192 458 28 58 86 544 2 1 3 

（平成14咋9月末日現伝）

斑高校生等には、養議児を含む。

来奨学金貸与奨学生には、入学一時金のみの奨学生を含む。

揖平成14年度第2回採問者は内数である。

漁船海難遺児 羽根募金の水色!! 手をの愛




